
別紙５  

 

「二次健康診断等の受診結果」の医師の所見  

を記入する際に必要な視点及び記入例  

 

 

１  「二次健康診断結果（負荷心電図検査又は胸部超音波検査、頸部超音波検査）」

に係る医師の所見を記入する際に必要な視点  

 ☆ 検査結果を基に受診者にわかりやすい表現で記入する 

【記入例】 

 ・動脈瘤の大きさは、現在のところ許容範囲内ではありますが、今後も定期的な検査を

受けて経過を観察し主治医の判断を仰いでください。  

 ・心電図で確認したとおり不整脈があるようなので今後も定期検査を必ず受診してくだ

さい。 

・運動時のほか安静時においても発作が出る等の変化が起きた場合はすぐ主治医に相

談してください。 

  

２   「特定保健指導」の結果に係る医師の所見（面接指導の内容）を記入する際に必

要な視点  

☆ 指導票を基に本人の認識、考え方及び指導内容を記入する 

【記入例】 

  ・肥満傾向で食事量が多いため、食事摂取量を適正にするよう指導しましたが本人か

ら前向きな回答は得られませんでした。 

  ・油、味の濃いものが好きなようです。控えなければ血圧が今以上に高くなり、リスクが

高まる旨お話しましたが、好きなものを食べたいとの考えは変わっていないようです。  

  ・毎日飲酒しているとのことなので、週１回休肝日を設け、毎日の飲酒量も減らすよう

指導しました。本人も前向きに考えていましたので、継続して取り組んでいるか確認を

お願いします。 

  ・体重を減らすため毎日の運動を勧めましたが、本人は時間がとれないことを理由に

前向きには考えていない様子でした。 

  ・禁煙を勧めましたが本人は頑なに拒否しています。食事、運動と合わせ禁煙のメリッ

ト、身体への効果を説明して理解させることが必要なので継続して指導した方がよいと

考えます。 

  ・職場環境が暑いことによる体調不良を訴えていましたので、身体的負荷を減らすだ

けでなく、こまめな水分補給ができるような体制を作るよう検討をお願いします。 

 

３   「二次健康診断等の結果における医師の所見（就業上の措置又は配慮すべき事

項）」を記入する際に必要な視点  

  ☆ 受診者の就業上の配慮に結びつく情報を伝達する  



【記入例】 

  ・検査の結果、○○○○の数値が高いことから本人には食事面の指導を重点的に行

いました。また、瘤破裂が発生する可能性がありますので、職場においては不規則な

食事時間を改善できるように勤務形態の見直しをすることと、身体的負荷が大きい作

業は控えることが望まれます。 

  ・検査の結果、心筋虚血の可能性があることが認められました。精査をお勧めするとと

もに、恒常的に時間外労働が多いので、睡眠が十分確保できるように勤務シフトの見

直しの検討などをお願いします。 

  ・短時間で食事を済ませるために食事内容に偏りが見られます。休憩時間（昼食時間）

を確実に確保できるような取組や定期的に運動ができるような取組を検討してください。 

  ・残業時間は月 60 時間未満ですが、検査結果、飲酒回数、飲酒量、喫煙状況及び

運動不足等から産業医等による面接指導を実施し、生活習慣の改善と治療を開始す

ることが望まれます。労働時間が増加することのないよう配慮してください。  

  ・検査の結果、○○○○、○○○○、○○○○○が高めです。放置すると動脈硬化症

を進行させる原因となります。規則正しい食事や適度な運動を励行して体重減少に努

めるよう指導しました。不規則な勤務時間、時間外労働時間の増加を避け、睡眠時間

を確保できるよう配慮してください。  

 

４ 就業上の措置又は配慮すべき事項は特にないと判断した結果を記入する視点  

☆ 一次健康診断で産業医等が異常の所見があると診断した項目に対応した視点をも

って記入する 

【記入例】 

 ・検査の結果、現時点では就業上の問題点は抽出されませんでしたが、受診者は血圧

を気にかけているようですのでご留意ください 

 ・検査の結果、現時点では○○○○に異常が認められませんでしたが、今後も長時間

労働を避け、○○○○の数値が上昇した場合は速やかに医療機関を受診させるようご

留意ください。 

 


